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Ｑ　

こ
れ
か
ら
の
基
本
構
想
と
行

財
政
改
革
を
示
し
て
い
る
が
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
の
事
業
を

計
画
推
進
し
て
い
く
中
で
、
財
政

面
で
町
民
に
安
心
し
て
も
ら
え
る

よ
う
な
説
明
を
ど
の
よ
う
に
し
、

納
得
し
て
も
ら
う
の
か
。

　

参
加
者
を
見
る
と
女
性
の
参
加

者
が
少
な
い
状
況
で
あ
る
。
男
女

共
同
参
画
社
会
に
向
け
て
住
民
に

密
着
し
て
い
る
女
性
も
多
い
の

で
、
懇
談
会
に
も
参
加
で
き
る
よ

う
な
場
も
設
け
て
も
ら
い
た
い
。

A　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
等
で
も
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
合
併
後
も
継

続
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
強

か
っ
た
。
新
町
建
設
計
画
、
振
興

計
画
の
中
で
も
現
在
ま
で
継
続
し

て
進
め
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
予

算
の
中
で
は
大
き
な
事
業
で
あ
る

が
、
教
育
、
福
祉
、
産
業
の
各
分

野
で
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
地
域
の
悪
条
件
を
克
服
す
る

た
め
に
も
必
要
な
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
女
性
が
参
加
し
や
す
い

懇
談
会
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
す

る
。

Ｑ　

今
、
若
い
人
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る
が
、
町
内

で
は
ど
こ
で
も
利
用
で
き
る
よ
う

に
整
備
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　

今
回
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

は
、
テ
レ
ビ
を
使
っ
て
簡
単
な
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
は
快
適
な
通
信
速
度

で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

Ｑ　

県
道
矢
板
馬
頭
線
の
道
路
に

つ
い
て
、
児
童
た
ち
が
細
い
歩
道

で
通
学
し
て
い
る
状
態
な
の
で
、

早
急
に
対
応
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　

町
と
し
て
は
県
に
要
望
は
し

て
い
る
。
説
明
会
も
開
催
し
て
い

る
が
、
地
権
者
の
協
力
が
得
ら
れ

な
い
状
況
で
あ
る
。
道
路
の
法
線

の
変
更
、
問
題
箇
所
を
抜
い
て
事

業
を
進
め
る
こ
と
は
現
段
階
で
は

難
し
い
こ
と
で
あ
る
。

Ｑ　

職
員
の
定
員
適
正
化
計
画
に

つ
い
て
、
合
併
時
の
住
民
の
数

2
万
人
か
ら
す
る
と
、
職
員
は
、

２
０
０
名
程
度
で
よ
い
の
で
は
な

い
か
。

Ａ　

職
員
の
数
に
つ
い
て
は
、
町

の
立
地
条
件
等
か
ら
し
て
、
都
市

部
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
10
年
後
は

２
０
０
人
を
目
途
に
計
画
的
に
削

減
す
る
努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

Ｑ　

バ
イ
パ
ス
の
工
事
と
市
街
地

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
工
事
を

や
っ
て
い
る
が
、
近
い
将
来
、
多

く
の
商
店
が
閉
じ
て
し
ま
う
状
況

に
あ
る
。
こ
の
ま
ま
工
事
が
長
期

間
行
わ
れ
る
と
人
の
流
れ
が
変

わ
っ
て
し
ま
い
、
お
客
が
少
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
何
か
対
策
を
考

え
て
い
る
か
。

Ａ　

バ
イ
パ
ス
の
完
成
と
と
も
に

商
店
街
の
整
備
も
終
わ
る
の
だ

が
、
現
時
点
で
商
店
の
後
継
者
が

な
く
、
多
く
の
店
が
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
閉
め
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
将

来
を
見
据
え
て
整
備
し
て
い
る
。

Ｑ　

基
本
構
想
の
中
で
学
校
は
ど

の
よ
う
に
整
備
し
て
い
く
の
か
。

Ａ　

平
成
17
年
2
月
の
学
校
整
備

検
討
委
員
会
か
ら
の
答
申
を
元
に

検
討
を
進
め
て
い
る
。
地
元
の
合

意
が
得
ら
れ
れ
ば
早
急
に
統
合
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
説
明
会
等
の
開
催
を
検

討
し
て
い
る
。

　

７
月
19
日
の
馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
皮
切
り
に「
町
政
懇
談
会
」

が
町
内
16
カ
所
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、「
那
珂
川
町
総
合
振
興
計
画
基
本
構
想
」
と
「
那

珂
川
町
の
行
財
政
改
革
」
に
つ
い
て
説
明
し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
、
要
望
を
伺
い
「
那
珂
川
町
総

合
振
興
計
画
基
本
計
画
」
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

今
ま
で
に
開
催
さ
れ
た
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
ご
意
見
と
ご
質
問
を
掲

載
し
ま
す
。（
質
問
内
容
は
抜
粋
）

皆
さ
ん
の
声
を
町
政
に

町
政
懇
談
会
を
開
催

開催月日   曜日   時間     会    　　　場               区     名

8月11日

8月17日

8月21日

8月22日

8月24日

金

木

月

火

木

午
後
７
時
か
ら
午
後
９
時

小川総合福祉センターすこやか
共生館多目的集会室

小川中学校ランチルーム

南小学校ランチルーム

薬利小学校体育館

小川総合福祉センターすこやか
共生館多目的集会室

３   区
４   区
５   区
９   区
１０  区
１１  区
６   区
７   区
８   区
１２  区
１３  区
１４  区
小川地区
全域

今後の町政懇談会日程表

9月27日開催の懇談会



那珂川町は新町建設計画のなかで、
あなたは特に何を優先すべき施策・重要な施策
だと考えますか。（〇は６つまで）

Q1
生活環境について、特にどのような整備が必要と
考えますか。（〇は２つまで）Q2

行財政改革について、あなたはどのような点に
取り組むべきと考えますか。（〇は2つまで）Q3

あなたは、まちづくりに関わっていきたいと
考えていますか。（〇は１つだけ）Q5

町民が町政に参画していくためには、どのような
点が重要だと考えますか。（〇は2つまで）Q4
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保健･医療･
救急体制の
整備

組織スリム
化・職員数
削減等によ
る人件費の
削減          

優良企業誘
致等による
町税収入増
加

町の補助金
や助成金の
見直し

民間の経営
感覚を取り
入れた施策
展開         

光熱水費や
消耗品等の
経常経費の
削減           

子育て支援
体制の整備

福祉サービ
ス基盤の整
備

交通安全･
防犯･防災
対策の充実

学校教育･
教育施設整
備の充実

商業の振興･
中心市街地
の活性化

安全な通学
路

身近な生活
用道路

主要な幹線
道路網

公園や緑地
の整備

公共下水道
や合併浄化
槽

町民と行政
が連携し、
町民の意見
等が生かさ
れる体制づ
くり

情報公開制
度の充実

アンケート
や提案募集
の実施

議会の傍聴･
議員との意
見交換      

町民のまち
づくり活動
への支援

町民が自ら
計画し、実
行する地域
自治組織や
制度の充実 
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積極的に参加したい
6%

関心がなく
参加したくない

6%
無回答7%

その他1%

都合で参加で
きない

11%
参加や協力を
求められれば 31%

身近な問題等
であれば

38%

362
314

276 272
239

215

323

235

150
128 126

263

129
111 109 87

374

109 96
75 72 72

調査の概要
◎対象者の抽出
　住民基本台帳に登録されている中学生以上
　の町民を年代別・男女別に100名ずつ無作
　為に1,400名抽出した。
◎調査方法
　郵送による発送、回収。
◎発送数、回収数、回収率
　発送数　 1,400人
　回収数　　 703人
　回収率　  50.21％

（人）

（人） （人）

（人）
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那珂川町の住民意識アンケート調査結果
（那珂川町総合振興計画策定のためのアンケート調査結果から）

　那珂川町では、合併に際して策定した新町建設計画に基づき、町政運営の指針となる「那珂川町総合振興
計画」を策定するために、住民の意見や考えを計画に反映することを目的に住民アンケートを実施しました。
　その中のいくつかのアンケート調査結果をお知らせいたします。
　このアンケート調査結果の詳細は、那珂川町ホームページでも見ることができます。

　　　　　　　URL：http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp/　
　この他の情報も見ることができますので、ぜひご覧ください。
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那珂川町夏まつり那珂川町夏まつり
花火大会 ８月15日（火）午後８時

　那珂川町となって初めての那珂川町夏まつりを
開催します。町の名称ともなった那珂川を会場に、
「花火大会」と「アユとマスのつかみどり」を実施
します。
　帰省された親戚や家族と一緒に夏の一日を楽し
みましょう! !

那珂川町夏まつり実行委員会
　（事務局：馬頭商工会  ☎０２８７－９２－２２４９）

日　時：８月15日（火）   午前11時開始

○受付開始：９時 30 分
○参加費：中学生以上 1,000 円・小学生 500 円　　　　
○前売券：中学生以上　900 円・小学生 450 円
○前売券販売先：馬頭観光協会（観光センター内）
　　　　　　    ：小川観光協会（小川商工会内）
　　　　＊中学生以上は、幼児１人同伴可能です。
　　　　＊幼児のみの参加はできません。
○問い合わせ：小川観光協会　０２８７－９６－３１７２

交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

時
間
：
午
後
６
時
〜
午
後
９
時
　

立
入
禁
止
区
域
（
危
険
区
域
）
に
は
、

絶
対
に
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

  

那

珂

川

権
津
川

小
口
川

すこやか共生館

河川敷

小川総合福祉センター

吉沢GS

上野医院

吉沢GS

JA
セレモニーホール 近藤GS

上野医院

光照寺

293

294

花火打上地点

若鮎大橋

新那珂橋

至
さ
く
ら
市

至
さ
く
ら
市

至
常
陸
大
宮
市

アユとマスの
つかみどり会場

花火観覧場所
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　台所での食中毒予防のポイント

★食品の購入　
・消味期限などを確認し、新鮮な物を購入しましょう。
・要冷蔵品を買ったらすぐに持ち帰りましょう。
★食品の保存

・持ち帰った食品はすぐに冷蔵庫に入れましょう。
・冷蔵庫は詰め過ぎると冷えません。７割が目安です。
※冷蔵庫では菌は死にません。増えにくくなるだけです。
★手は清潔に

　手を洗うのは調理前だけではありません。魚、肉、
卵を扱う前後、盛り付けの前にも洗いましょう。また
動物に触れた後、おむつを交換した後、吐いた物を処
理した後にも必ず手を洗いましょう。

★調理と食事

　加熱は十分に行いましょう。残り物は長く放置して
はいけません。時間がたち過ぎたら捨てましょう。残
り物の加熱も十分に行いましょう。
※揚げ物や焼き物は中まで色が変わっていることを確
認しましょう。
★調理器具も清潔に

・包丁、まな板、ふきんなどは塩素剤等で消毒し、乾
　燥させましょう。
・スポンジ、タワシも乾燥させましょう。湿っている
　と、菌が増えてしまいます。

８月は食品衛生月間です！
次のポイントをチェックして、食中毒を予防しましょう！

問い合わせ  県北健康福祉センター　☎0287－22－2364　烏山健康福祉センター　☎0287－82－2231

毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
に
注
意
！

　

栃
木
県
で
は
、
毎
年
毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
中
毒
が
多
数
発
生
し
て
い

ま
す
。
毒
キ
ノ
コ
で
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

毒
キ
ノ
コ
中
毒
の
ポ
イ
ン
ト

●
食
べ
ら
れ
る
こ
と
が
は
っ
き
り

　

わ
か
っ
て
い
る
キ
ノ
コ
だ
け
を

　

採
り
ま
し
ょ
う
。

●
キ
ノ
コ
の
判
別
は
科
学
的
知
識

　

を
も
っ
た
専
門
家
に
お
願
い
し

　

ま
し
ょ
う
。「
自
称
名
人
」「
素

　

人
鑑
別
」
は
危
険
で
す
。

●
人
に
あ
げ
た
り
、
人
か
ら
も
ら

　

っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

　

ょ
う
。
体
質
に
合
わ
な
く
て
中

　

毒
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
販
売
所
で
売
っ
て
い
る
「
雑
キ

　

ノ
コ
」
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

毒
キ
ノ
コ
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
。

●
キ
ノ
コ
の
毒
は
調
理
し
て
も
消

　

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
迷
信

　

を
信
じ
て
は
ダ
メ
で
す
。

●
俗
称
や
方
言
な
ど
に
よ
る
名
称

　

の
違
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
も
し
、
野
生
の
キ
ノ
コ
を
食
べ

て
具
合
が
悪
く
な
っ
た
と
き
は
、

が
ま
ん
せ
ず
に
す
ぐ
に
病
院
へ
行

き
ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
に
キ
ノ
コ

を
食
べ
た
こ
と
を
医
師
に
伝
え
て

く
だ
さ
い
。
キ
ノ
コ
の
種
類
に
よ

っ
て
は
、
速
や
か
に
治
療
し
な
い

と
死
亡
す
る
事
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

生
活
衛
生
課
食
品
衛
生
担
当

☎
０
２
８
７―

２
２―

２
３
６
４

8 月は北方領土返還運動
　全国強調月間です。

　北方領土とは、北海道の東北洋上
に連なる択

えとろふ

捉島、国
くなしり

後島、色
しこ

丹
たん

島及
び歯

はぼ

舞
まい

群島の四島を指します。
　戦後、日本は一貫してこれら四島
の返還をロシア（旧ソ連）に対し要
求し続けてきましたが、両国の国交
が回復してから50年が経過している
にもかかわらず、その返還は、いま
だに実現していません。
　北方領土問題は、日ロ間の最大の
懸案です。両国の真の関係改善のた
めには、この問題を早急に解決して
平和条約を締結し、相互理解に基づ
く安定的な関係を確立する必要があ
ります。
　そのためには、国民一人ひとりが
この問題への正しい認識と理解を深
め、返還運動を更に盛り上げていく
ことが重要です。
　北方領土の一日も早い返還実現の
ため、県民の皆さまのご協力をお願
いいたします。

那珂川町夏まつり那珂川町夏まつり
花火大会 ８月15日（火）午後８時

　那珂川町となって初めての那珂川町夏まつりを
開催します。町の名称ともなった那珂川を会場に、
「花火大会」と「アユとマスのつかみどり」を実施
します。
　帰省された親戚や家族と一緒に夏の一日を楽し
みましょう! !

那珂川町夏まつり実行委員会
　（事務局：馬頭商工会  ☎０２８７－９２－２２４９）

日　時：８月15日（火）   午前11時開始

○受付開始：９時 30 分
○参加費：中学生以上 1,000 円・小学生 500 円　　　　
○前売券：中学生以上　900 円・小学生 450 円
○前売券販売先：馬頭観光協会（観光センター内）
　　　　　　    ：小川観光協会（小川商工会内）
　　　　＊中学生以上は、幼児１人同伴可能です。
　　　　＊幼児のみの参加はできません。
○問い合わせ：小川観光協会　０２８７－９６－３１７２

交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

時
間
：
午
後
６
時
〜
午
後
９
時
　

立
入
禁
止
区
域
（
危
険
区
域
）
に
は
、

絶
対
に
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

  

那

珂

川

権
津
川

小
口
川

すこやか共生館

河川敷

小川総合福祉センター

吉沢GS

上野医院

吉沢GS

JA
セレモニーホール 近藤GS

上野医院

光照寺

293

294

花火打上地点

若鮎大橋

新那珂橋

至
さ
く
ら
市

至
さ
く
ら
市

至
常
陸
大
宮
市

アユとマスの
つかみどり会場

花火観覧場所
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①
【
説
明
会
Ｑ
＆
Ａ
(5)
】 

小

川
地
区
住
民
説
明
会
か
ら

　

今
回
は
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

Ｑ
30　

基
本
料
金
一
カ
月
千
五
百

～
千
六
百
円
で
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
の
で
す
か
？

Ａ
30　

基
本
料
金
で
次
の
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

①
再
送
信
サ
ー
ビ
ス

・
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

・
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送

・
衛
星
（
Ｂ
Ｓ
）
デ
ジ
タ
ル
放
送

・
Ｆ
Ｍ
放
送

　

※
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
は
別
途
必
要

②
自
主
放
送
サ
ー
ビ
ス

③
音
声
告
知
サ
ー
ビ
ス

・
緊
急
・
連
絡
放
送

・
ペ
ー
ジ
ン
グ
（
グ
ル
ー
プ
）
放

　

送
④
テ
レ
ビ
で
見
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　

ト
サ
ー
ビ
ス

⑤
行
政
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス

⑥
農
業
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス

⑦
Ｓ
Ｔ
Ｂ
及
び
音
声
告
知
機
の
無

　

償
貸
与(

各
一
台
）

Ｑ
31　

追
加
希
望
サ
ー
ビ
ス
に
は

ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
で
す

か
。
ま
た
、
全
て
の
サ
ー
ビ
ス
を

希
望
し
た
場
合
、
料
金
は
い
く
ら

に
な
り
ま
す
か
？

Ａ
31　

追
加
希
望
サ
ー
ビ
ス
と
各

料
金
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
料

金
は
、現
段
階
で
の
試
算
額
で
す
。

 

　

追
加
希
望
サ
ー
ビ
ス
を
全
て
利

用
す
る
場
合
、
概
ね
五
千
五
百
円

弱
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。（
Ｃ
Ｓ

の
個
別
有
料
チ
ャ
ン
ネ
ル
料
金
や

Ｉ
Ｐ
電
話
通
話
料
は
別
途
必
要
）

　

基
本
料
金
と
合
わ
せ
る
と
概
ね

七
千
円
程
度
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
32　

久
那
瀬
中
継
局
か
ら
受
信

し
て
い
ま
す
が
、
受
信
状
態
も
比

較
的
良
好
な
の
で
、
今
の
ま
ま
で

十
分
で
す
。
何
か
問
題
が
出
ま
す

か
？

Ａ
32　

問
題
が
出
て
き
ま
す
。
久

那
瀬
中
継
局
で
も
矢
板
中
継
局
で

も
同
じ
で
、
現
在
、
視
聴
で
き
て

い
て
も
、
平
成
23
年
７
月
に
は
、

現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
は
見

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
高
度
化
事
業

に
は
二
つ
の
大
き
な
目
的
が
あ
り

ま
す
。

　

一
つ
は
、
町
民
の
一
体
化
と
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
が
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応
で
す
。
現

在
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
に
変
わ
る
デ
ジ
タ

ル
化
は
、
那
珂
川
町
が
独
自
に
行

う
の
で
は
な
く
、
国
策
と
し
て
行

う
も
の
で
す
。

　

放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ

て
、今
の
ま
ま
の
テ
レ
ビ
で
は「
見

ら
れ
な
く
な
る
」
と
い
う
こ
と
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
も
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

に
是
非
加
入
さ
れ
る
こ
と
を
お
奨

め
い
た
し
ま
す
。

今月号は

①説明会Ｑ＆Ａ（5）小川
　地区住民説明会から

②小川地区アンケート調
　査にご協力を

をお届けします。

①衛星（ＣＳ）デジタル放送
の再送信サービス

2,000円程度を上限に検討中
※この他、別途料金の個別有料チャンネ
ル料金あり

②高速インターネット接続
サービス

2,500円程度

③ＩＰ電話サービス 基本料金月額 200円から400円

④ＳＴＢレンタルサービス １台500円程度

追加希望サービスの内容
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Ｑ
33　

衛
星
（
Ｃ
Ｓ
）
デ
ジ
タ
ル

放
送
の
パ
ッ
ク
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
、

ど
の
よ
う
な
種
類
の
番
組
を
放
送

し
ま
す
か
？

Ａ
33　

左
表
の
九
種
類
の
分
野
か

ら
、
10
か
ら
15
チ
ャ
ン
ネ
ル
程
度

で
考
え
て
い
ま
す
。

②
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
高
度
化

事
業
に
関
す
る
小
川
地
区
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　

衛
星
（
Ｃ
Ｓ
）
デ
ジ
タ
ル
放
送

の
再
送
信
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
皆
さ

ん
が
利
用
し
や
す
い
チ
ャ
ン
ネ
ル

数
と
無
理
の
な
い
料
金
で
提
供
し

て
い
き
ま
す
。

Ｑ
34　

衛
星
（
Ｃ
Ｓ
）
デ
ジ
タ
ル

放
送
は
、
10
か
ら
15
チ
ャ
ン
ネ
ル

の
パ
ッ
ク
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
一
種
類
の
み
で
す
か
。

そ
れ
と
も
数
種
類
の
中
か
ら

選
択
で
き
る
の
で
す
か
？

Ａ
34　

現
在
の
と
こ
ろ
一
種

類
の
見
込
み
で
す
。
チ
ャ
ン

ネ
ル
の
番
組
内
容
は
、
ま
だ

決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

パ
ッ
ク
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
、

複
数
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
一
ま

と
め
（
パ
ッ
ク
）
に
し
て
、

安
価
で
皆
さ
ま
に
提
供
す
る

も
の
で
す
。
こ
の
パ
ッ
ク
チ

ャ
ン
ネ
ル
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
新
し
い
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
後
、
需

要
や
要
望
状
況
か
ら
見
直
し

て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、提
供
す
る
衛
星（
Ｃ

※
１

　
「
ユ
ビ
キ
タ
ス
」
と
は
、
ど
こ
に
い
て
も

状
況
に
応
じ
て
利
用
者
の
便
宜
を
図
っ
て
く

れ
る
環
境
を
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
携
帯
電

話
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ
等
に
よ
る
広
範
囲
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
に
よ
っ
て
実
現
し
て
し
ま
う
と

い
う
も
の
。

 

CS 

Ｓ
）
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、
二
種
類

あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
前
述
の
パ
ッ
ク
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
、
も
う
一
つ
は
、
希
望

す
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
個
別
に
選
択

す
る
有
料
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
す
。
有

料
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
、
月
額
料
金
が

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

異
な
り
ま
す
。

Ｑ
35　

音
声
告
知
放
送
が
始
ま
る

と
、
防
災
無
線
は
廃
止
に
な
る
の

で
す
か
？

Ａ
35　

廃
止
に
な
り
ま
せ
ん
。
馬

頭
地
区
・
小
川
地
区
の
両
地
区
と

も
、
防
災
無
線
と
音
声
告
知
放
送

の
併
用
と
な
り
ま
す
。（
馬
頭
地

区
で
は
現
在
も
防
災
無
線
を
使
用

し
て
い
ま
す
。）

　

農
作
業
な
ど
で
外
に
い
る
と
き

は
防
災
無
線
の
放
送
を
聴
き
、
宅

内
に
い
る
と
き
は
音
声
告
知
機
か

ら
の
放
送
を
聴
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
ど
こ
に
い
て
も
情
報
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
36　

音
声
告
知
放
送
サ
ー
ビ
ス

の
う
ち
、
特
定
の
グ
ル
ー
プ
で
行

う
ペ
ー
ジ
ン
グ
放
送
を
利
用
す
る

場
合
、
契
約
や
費
用
負
担
が
必
要

な
の
で
す
か
？

Ａ
36　

契
約
は
不
要
で
す
。
利
用

す
る
た
め
の
費
用
負
担
も
あ
り
ま

せ
ん
。
ペ
ー
ジ
ン
グ
放
送
を
利
用

す
る
団
体
な
ど
の
構
成
員
と
代
表

者
を
登
録
す
る
だ
け
で
す
。

　

急
ぎ
の
連
絡
事
項
が
、
同
じ
内

容
で
同
じ
時
間
に
一
斉
に
連
絡
で

き
ま
す
し
、
聞
き
逃
し
た
場
合
の

録
音
機
能
も
備
え
て
お
り
ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
高
度
化
事
業

の
小
川
地
区
計
画
に
つ
い
て
、
情

報
通
信
基
盤
の
現
状
と
事
業
に
対

す
る
地
区
住
民
の
意
向
を
把
握

し
、
事
業
推
進
の
基
礎
資
料
と
す

る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

　

無
記
名
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

す
か
ら
、
皆
さ
ま
の
率
直
な
意
見

に
つ
い
て
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
調
査
期
間　
　

８
月
末
日
ま
で

◇
調
査
対
象
者　

小
川
地
区
町
民

◇
配
布
と
回
収

 

・
区
長
・
班
長
を
通
じ
て
調
査
書

　

を
配
布
し
ま
す
。

 

・
行
政
区
未
加
入
者
に
は
、
郵
送

　

し
ま
す
。

 

・
回
収
は
、
返
信
用
封
筒
（
切
手

　

不
要
）で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

 

          

①ニュース専門チャンネル

②ドキュメンタリーチャンネル

③スポーツ専門チャンネル

④音楽専門チャンネル　（海外から国内まで多彩な部門）

⑤囲碁将棋専門チャンネル

⑥エンターテイメントチャンネル

　（紀行･文化の紹介チャンネル、ディズニーチャンネル、など）

⑦アニメ専門チャンネル

⑧映画専門チャンネル　（洋画・邦画）

⑨ドラマ専門チャンネル

 説明に伺います。
　ケーブルテレビ高度化事業や地上デ
ジタル放送について、再度説明を聞き
たい、もっと詳しく知りたい、といっ
た方々に、担当者が説明に伺います。
　地域の集まりや団体、少人数のグルー
プでも結構ですので、遠慮なく申し出
てください。      0287-92-1108



【
主
な
変
更
点
（
小
川
地
区
）】
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平
成
18
年
度
敬
老
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

本
年
も
多
年
に
わ
た
り
社
会
に

貢
献
さ
れ
た
高
齢
者
の
長
寿
を
お

祝
い
す
る
敬
老
会
を
９
月
17
日

（
日
）
に
開
催
し
ま
す
。　

　

馬
頭
地
区
の
開
催
方
法
等
に
つ

い
て
は
各
自
治
会
に
よ
り
行
わ
れ

ま
す
。

　

小
川
地
区
に
つ
い
て
は
、
午
前

10
時
か
ら
小
川
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
変
更
が
あ
り
ま
す
の
で
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
健
康
福
祉
課

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
９

小
川
支
所
健
康
福
祉
課

☎
０
２
８
７―

９
６―

２
１
１
５

地域の農地・水・農村環境を守っていくための

新しい制度がはじまります
　農地や農業用水は、農業を行うための基盤となるものですが、美しい景観や豊かな生態系を
保全するといった様々な機能も持っており、地域の共有財産と言えるものです。
　こうした財産を地域が共同で守っていくとともに、環境にやさしい農業を一体的に進めてい
くための取り組みに対する支援が、平成19年度から始まります。

詳しくは、農林振興課 ☎0287－92－1113にお問い合わせ下さい。

町
及
び
那
珂
川
町
敬
老
会
実
行
委
員
会

（
小
川
地
区
実
行
委
員
会
は
各
区
長
で
構
成
）

健
康
優
良
者
へ
の
表
彰
及
び
88
歳
の
方
へ
の

表
彰
は
廃
止

75
歳
以
上
の
方

　

（
昭
和
６
年
12
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

80
歳
・
85
歳
・
90
歳
・
95
歳
・
100
歳
の
方
の
み
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学
校
の
安
全
を
守
る　
　
　
　
　
　

　
　

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー

　

最
近
、
子
ど
も
が
被
害
者
と
な

る
事
件
、
事
故
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
、
地
域
で
活
動
し
て

い
る
方
を
学
校
安
全
指
導
員
（
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
）
に

委
嘱
し
、
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
と
も
に
学
校
の
巡
回
指
導
を

通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校

時
の
安
全
確
保
を
図
る
な
ど
の
取

り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。

　

馬
頭
地
区
に
戸
部
賢
吉
さ
ん

（
盛
泉
）、
小
川
地
区
に
小
泉
哲
也

さ
ん
（
小
川
）
が
、ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

　

現
在
二
人
は
、
登
下
校
時
の
巡

回
や
学
校
周
辺
の
危
険
箇
所
の
見

回
り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

☎
０
２
８
７―

９
２―
２
０
３
６

戸部賢吉さん（馬頭地区担当）

小泉哲也さん（小川地区担当）

＜相談事例１＞　マンションの勧誘がしつこくて困る

　自宅に「投資目的にマンションを買いませんか？」と
いう電話が頻繁にかかってきて、そのうち職場にまで電
話をかけてくるようになりました。仕事にならないほど
で、どうにかやめてほしいのですが。
＜アドバイス＞

　宅地建物取引業法（宅建業法）は、脅迫行為や電話に
よる長時間の勧誘などにより相手方を困惑させる行為な
どを禁止していますが、このような悪質な勧誘が横行し
ています。
　不要であれば毅然と断りましょう。強引に勧誘されて
も「必要ありません」と早めに断ることが大切です。長
く話を聞くことは絶対に避けましょう。
　断れず契約してしまっても、宅建業法でクーリングオ
フ制度の規定があります。契約の状況によりますが、期
間内であれば解約ができる制度です。マンションを買う
意思のある相手であると、顧客リストに載ってしまい、
再勧誘の恐れが生じますのでご注意ください。

＜相談事例２＞　インターネットオークションで落札し

　　　　　　　　た商品が届かない

　インターネットのオークションに参加しました。気に
入ったブランド物のバックを落札したので、代金を振り
込みましたが、１カ月経っても商品が届きません。
　出品者にも連絡が取れなくなってしまいました。どう
したらいいでしょう。
＜アドバイス＞

　ネットオークションは個人売買が原則です。出品者が
事業者の場合、特定取引法の規制を受けますが、個人間
の取引は規則の対象にはなりません。運営者は「トラブ
ルは利用者同士で解決を」としているので、自己責任が
強く求められる取引方法です。次の事に注意して参加し
ましょう。
・出品内容をよく確認する。（規約やガイドラインを守
　っているか。）
・出品者の評価をよく確認する。
・雰囲気にあおられないように予算を立てて参加する。
・落札後は出品者の氏名・住所・電話番号を確認する。
・落札後代金を払う前に検索、オークションサイトの
　情報との照合などにより、出品者に関する情報を調
　べる。

困ったときは消費生活センターへ相談を！どうしよう？こんな時

問い合わせ　栃木県消費生活センター　　　　
　　　　☎０２８－６６５－７７４４
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北
沢
の
不
法
投
棄
の

　
　
　
　
　

解
決
に
向
け
て
（
10
）

コ
ン
セ
プ
ト
１　

信
頼
性
の
高
い

施
設
（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）

　

幾
重
に
も
安
全
対
策
を
組
み
入

れ
た
全
国
で
も
モ
デ
ル
と
な
る
施

設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
セ
プ
ト
２　

信
頼
性
の
高
い

管
理
運
営
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）

　

周
辺
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な

い
よ
う
な
廃
棄
物
の
搬
入
や
埋
立

方
法
、
施
設
管
理
、
運
営
方
法
な

ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
セ
プ
ト
３　

地
域
と
の
情
報

の
共
有（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

　

住
民
監
視
シ
ス
テ
ム
や
Ｇ
Ｉ
Ｓ

（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
な
ど
を

導
入
し
、
積
極
的
に
情
報
を
公
開

す
る
地
域
に
開
か
れ
た
処
分
場
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
セ
プ
ト
４　

自
然
と
の
調
和

を
基
調
と
し
た
施
設
（
ハ
ー
モ

ニ
ー
）

　

八
溝
県
立
自
然
公
園
や
備
中
沢

の
自
然
環
境
を
活
か
し
、
自
然
と

の
調
和
が
図
れ
る
よ
う
な
施
設
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

処
分
場
は
、
大
き
く
分
け
て
①

施
設
ゾ
ー
ン
②
里
山
保
全
ゾ
ー
ン

③
水
辺
空
間
ゾ
ー
ン
の
３
つ
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ゾ
ー
ニ

ン
グ
計
画
に
つ
い
て
は
次
号
で
説

明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

不法投棄現場周辺にかかる水質分析結果
（平成 18 年度第１回年間変動調査分）

　小口字北沢地区不法投棄現場周辺の水質分析結果
をお知らせします。

調査項目　健康項目、生活環境項目、その他
採水日　平成 18 年５月８日
採水場所　
１周辺環境水　（1）投棄地直下河川
　　　　　　　（2）小口川上流
２投棄現場　　（3）投棄地下流側浸出水
　　　　　　　（4）投棄地内浸出水
調査結果　→周辺への汚染拡大の兆候は認められない。

　詳細については環境整備対策室（☎０２８７－９２
－１１１０）にお問い合わせください。

　

前
回
は
、
管
理
型
の
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
、
大
き
く
分
け
て
２
つ
の
重
要
な
機
能
が
備
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。
今
回
か
ら
、県
で
計
画
し
て
い
る
処
分
場
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

　

県
が
那
珂
川
町
に
計
画
し
て
い
る
処
分
場
は
、「
馬
頭
最
終
処
分
場
基
本
計
画
」
に
あ
る
４
つ
の
コ
ン
セ

プ
ト
（
概
念
）
を
基
本
に
多
重
安
全
シ
ス
テ
ム
を
備
え
た
、
安
全
で
安
心
で
き
る
全
国
の
モ
デ
ル
と
な
る
施

設
を
整
備
す
る
計
画
で
す
。
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小
川
第
２
保
育
園
は
、
県
道
矢

板
馬
頭
線
沿
い
の
吉
野
工
業
所
小

川
第
２
工
場
南
側
に
位
置
し
、
周

り
が
田
ん
ぼ
に
囲
ま
れ
、
自
然
に

恵
ま
れ
た
環
境
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

春
に
は
、
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
を

散
歩
し
、
小
さ
な
草
花
を
見
つ
け

て
は
「
き
れ
い
ね
」「
か
わ
い
い

ね
」
と
感
動
し
た
り
、
近
く
の
公

園
へ
お
花
見
に
出
か
け
た
り
し
ま

す
。

　

田
ん
ぼ
に
水
が
入
れ
ば
お
た
ま

じ
ゃ
く
し
を
探
し
に
出
か
け
、

近
く
の
神
社
で
遊
ん
で
は
、
保

育
園
と
は
一
味
も
二
味
も
違
っ

た
自
然
と
の
触
れ
合
い
を
満
喫

し
て
い
ま
す
。

　

７
月
７
日
の
七
夕
ま
つ
り
で

は
「
お
友
だ
ち
と
い
っ
ぱ

い
お
話
が
で
き
ま
す
よ
う

に
」「
サ
ッ
カ
ー
が
、
上

手
に
な
り
ま
す
よ
う
に
」

「
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
た

い
」「
ロ
ケ
ッ
ト
に
乗
っ

て
、
宇
宙
へ
行
き
た
い
」

「
大
き
な
ス
イ
カ
が
な
り

ま
す
よ
う
に
」「
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
バ
ラ
が
き
れ
い

に
咲
き
ま
す
よ
う
に
」
等

お
家
の
人
と
一
緒
に
、
思

い
思
い
の
願
い
事
を
短
冊

に
書
い
て
笹
竹
に
飾
り
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分

の
願
い
事
が
叶か
な

え
ら
れ
る

こ
と
を
信
じ
、
小
さ
な
手

を
合
わ
せ
て
真
剣
に
祈
っ

て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
様
々
な
可
能

性
を
た
く
さ
ん
秘
め
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
可
能
性
を
少
し

で
も
伸
ば
し
て
あ
げ
ら
れ
れ
ば

と
い
う
思
い
で
、
職
員
一
同
日
々

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

ケビン・ブラックバーン
ケビンの学校めぐり

ケビン・ブラックバーン

　先日、懐かしい声が店内のラジオ放送から流れてい
ました。それは高校生時代によく聞いていたジェーム
ズテーラーでしたが、歌は初めてでした。曲名は「Our 
Town ( 我々の町 )」で、テーラーの地元の商店街を
恋しく思い出している内容ですが、宇都宮市へ出かけ
た私は那珂川町を恋しく感じました。この歌を初めて
聞いたにもかかわらず、とても印象深かったのです。
　小学校の英語学習ではいろいろな歌を使っていて、
その最中には不思議なことが起こります。授業の中で
同じ英単語を習得するにも、フラッシュカードの鸚

お う む

鵡
返
がえ

しやゲームの導入では児童の半数しかマスターでき
ないのに、児童が色塗り作業をしながら、この同じ英
単語が歌になった CD を BGM として数回程度聞くと、
ほぼ全員がその言葉を身につけます。これらの歌は授
業時間だけではなく、何気なく児童は給食を配膳しな
がら歌っていました！
　小中学生の頃、私は夏休みに様々なかたちで音楽を
自習しました。ある年、町立図書館の推薦で私はベー

トーベンの全ての交響曲を繰り返し聴きました。最初、
私は眠くなるばかりでしたが、繰り返すうちに少し
ずつそれぞれの交響曲を区別することができ、今でも
ベートーベンの交響曲を聴くと、その夏を思い出しま
す。
　ある年の夏、両親が海外旅行に出かけている間、既
に自立していた兄が家に戻ってきて一緒に留守番をし
ました。高等学校の先生であった兄はとても優しい反
面、厳しい教育者でもありました。その夏、私はロッ
ク音楽にはまっていましたが、鬼となった兄にはそれ
を許しませんでした。「音楽はロックだけじゃない。
フォーク音楽を聞きなさい」と言われ、両親がいない
間、私にはフォーク音楽に専念するしか選択の余地が
ありませんでした。しかし、振り返ってみると、それ
でよかったのです。
　また別な夏、私と友だちの趣味は、ポップ音楽を聞
いてその歌詞を勝手に入れ替え歌うことでした。有名
なメロディーを使い、自分たちの悩みやふざけに添っ
て新しい音楽を作っていました。
　日本の夏休みは学年の途中にあるため、児童は学校
からいろいろな宿題があると思います。しかし、夏休
みは文芸についても児童の視野を広げるための最高の
機会です。自分自身でも、周りの人の推薦でもいいか
ら、音楽を通して、那珂川町の宝物である子どもたち
を磨きましょう。

音 楽 の 夏 休 み
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10
周
年
記
念
演
奏
会
「
飛
躍
天
翔
」

　
　
　

那
須
小
川
ま
ほ
ろ
ば
太
鼓

　

那
須
小
川
ま
ほ
ろ
ば
太
鼓
が
発
足
し
て

10
年
に
な
る
の
を
記
念
す
る
演
奏
会
「
飛

躍
天
翔
」
が
７
月
８
日
、
あ
じ
さ
い
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

演
奏
会
で
星
副
会
主
は
「
那
須
小
川
ま

ほ
ろ
ば
太
鼓
が
郷
土
に
根
付
く
伝
統
芸
能

と
し
て
100
年
、200
年
と
続
け
て
い
け
れ
ば
」

と
あ
い
さ
つ
。
ま
ほ
ろ
ば
子
ど
も
太
鼓
の

演
奏
す
る
「
翔は
ば
たけ
未
来
へ
」
な
ど
全
９
曲

を
披
露
。
力
強
い
桴ば
ち

さ
ば
き
で
350
人
の
観

客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
お
祝
い
に
駆
け
つ
け

た
馬
頭
祝
太
鼓
や
秋
田
県
菖
蒲
太
鼓
と
合

同
演
奏
し
、
観
客
と
一
体
と
な
っ
た
場
内

は
太
鼓
の
リ
ズ
ム
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

百
歳
を
迎
え
た
大
金
ア
サ
さ
ん
に

祝
い
金
と
花
束
を
贈
呈

　

６
月
28
日
に
百
歳
を
迎
え
た
大
金
ア
サ

さ
ん
（
高
岡
）
を
川
崎
町
長
が
訪
問
。
祝

い
金
と
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ア
サ
さ
ん
は
耳
が
少
し
不
自
由
な
だ
け

で
、
体
は
い
た
っ
て
健
康
そ
の
も
の
。
昨

年
７
月
か
ら
約
２
ヵ
月
間
、
足
を
骨
折
し

入
院
し
た
だ
け
で
、
今
ま
で
病
気
を
し
た

こ
と
が
な
い
そ
う
で
す
。
長
生
き
の
秘
訣

を
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
、「
畑
で
作
っ
た

野
菜
を
中
心
に
、
好
き
嫌
い
な
く
、
何
で

も
食
べ
る
こ
と
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
は
「
週
に
１
回
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
友
だ
ち
と
会
う
の
が
楽
し
み

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

瓦
の
拓
本
を
模
様
に

　
　
　
　
　

う
ち
わ
づ
く
り

　
　

な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

　

那
須
地
方
に
伝
え
ら
れ
た
渡
来
文
化
を

理
解
し
て
も
ら
お
う
と
栃
木
県
立
な
す
風

土
記
の
丘
資
料
館
で
は
、「
那
須
の
発
掘
物

語
～
な
す
の
渡
来
文
化
～
」
と
題
す
る
企

画
展
を
開
催
。
７
月
１
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
奈
良
時
代
に
中
国

か
ら
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
る
う
ち
わ
作
り
を

行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
竹
を
組
み
、
那
須
官
衙
跡
か

ら
発
掘
さ
れ
た
瓦
で
和
紙
に
拓
本
す
る
な

ど
、
細
か
い
作
業
を
真
剣
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

第
56
回
塩
那
少
年
野
球
大
会

　

56
回
を
迎
え
た
小
川
小
同
窓
会
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
主
催
に
よ
る
塩
那
少
年
野
球
大
会
が
７

月
15
日
、
16
日
の
２
日
間
、
小
川
小
学
校

と
小
川
運
動
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

開
会
式
で
は
、
大
会
会
長
や
来
賓
祝
辞

の
あ
い
さ
つ
後
、
上
の
台
那
珂
チ
ー
ム
の

佐
藤
真
也
主
将
が
力
強
く
選
手
宣
誓
を
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
練
習
を
積
み
重
ね
た

16
チ
ー
ム
の
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
優　

勝　

上
の
台
那
珂

▼
準
優
勝　

南
ヶ
丘
Ｊ
Ｂ
Ｃ

▼
三　

位　

烏
山
ク
ラ
ブ

▼
三　

位　

馬
頭
ク
ラ
ブ
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地
震
は
怖
い
！

馬
頭
西
小
学
校
で
起
震
車
体
験

　

６
月
30
日
、
馬
頭
西
小
学
校
で
避
難
訓

練
と
あ
わ
せ
て
、
起
震
車
体
験
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
校
舎
内
に
火
災
発
生
を
知
ら
せ

る
放
送
が
流
れ
る
と
児
童
た
ち
は
、
ハ
ン

カ
チ
な
ど
で
口
を
押
さ
え
な
が
ら
校
舎
の

外
へ
飛
び
出
し
ま
し
た
。

　

講
評
で
消
防
職
員
か
ら
「
災
害
は
い
つ

ど
こ
で
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
も
し

も
の
と
き
は
、
今
日
の
訓
練
を
生
か
し
て

く
だ
さ
い
」
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
行
わ
れ
た
起
震
車
体
験
で
児
童
た
ち

は
、「
揺
れ
が
強
く
て
怖
か
っ
た
。
家
で

起
き
た
時
は
、
立
つ
こ
と
も
で
き
な
い
か

も
し
れ
な
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
大
き
な
花
を
見
た
い
」

谷
川
小
学
校
児
童
に
よ
る
菊
の
苗
植
え

　

７
月
６
日
、
雨
が
ぱ
ら
つ
く
中
、
谷
川

小
学
校
で
全
校
児
童
に
よ
る
菊
の
苗
植
え

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
菊
の
苗
は
、
毎

年
地
元
の
菊
愛
好
者
で
あ
る
斉
藤
さ
ん
か

ら
児
童
へ
贈
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

児
童
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
鉢
に
土
を
入

れ
た
り
、
苗
を
植
え
た
り
し
て
最
後
に
名

前
の
書
い
た
プ
レ
ー
ト
を
差
し
て
教
室
の

前
に
き
れ
い
に
並
べ
、
水
を
あ
げ
て
い
ま

し
た
。

　

最
後
に
「
秋
に
は
大
輪
の
菊
の
花
を
咲

か
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
斉
藤
さ
ん
か
ら
子

ど
も
た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

武
茂
小
ミ
ニ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
か
れ
ま
し
た　

　

７
月
７
日
、武
茂
小
学
校
体
育
館
で「
武

茂
小
ミ
ニ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
競
技
は
、
個
人
戦
と
団
体
戦
が

あ
り
、最
初
の
個
人
戦
は「
ひ
ら
ひ
ら
ペ
ー

パ
ー
」「
紙
ヒ
コ
ー
キ
と
ば
し
」「
豆
つ
か

み
う
つ
し
」
な
ど
５
種
目
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
「
豆
つ
か
み
う
つ
し
」
の
競
技
で
は
上

手
に
箸
を
使
っ
て
20
粒
以
上
の
大
豆
を
移

す
児
童
に
は
、
周
り
か
ら
大
き
な
拍
手
が

起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
行
わ
れ
た
ミ

ニ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
高
記
録
が
生
ま

れ
る
た
び
に
、
体
育
館
の
中
は
児
童
た
ち

の
声
援
や
笑
い
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

「
命
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
」

思
春
期
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

７
月
12
日
、
馬
頭
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
町

図
書
館
共
催
に
よ
る
思
春
期
講
座
が
馬
頭

中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
講
師
に
児
童
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
作
家
の
今
西
乃
子
氏
を
迎
え
て

「
命
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
」
と
題
し
て

講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
度
は
人
に
捨
て
ら
れ
た
犬
た
ち
と
過

ち
を
犯
し
た
少
年
た
ち
が
、
再
び
社
会
と

人
間
へ
の
信
頼
を
回
復
さ
せ
て
い
く
話
、

そ
し
て
流
れ
る
汗
を
拭
き
な
が
ら
話
す
今

西
さ
ん
の
話
に
、
会
場
に
集
ま
っ
た
生
徒

と
保
護
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。
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食
育
と
は

　
「
食
べ
る
」
こ
と
は
生
き
る
た

め
の
基
本
で
す
。
乳
幼
児
期
か

ら
、
発
育
に
応
じ
た
豊
か
な
食
の

 

み
ん
な
で
食
育

　
　
　

楽
し
く
食
育

　

肥
満
や
生
活
習
慣
病
、
朝
食
を

食
べ
な
い
子
が
増
え
る
等
「
食
べ

る
こ
と
」
に
つ
い
て
対
処
す
る
た

め
、
食
育
基
本
法
が
成
立
し
ま
し

た
。
こ
の
法
律
の
目
的
は
、
国
民

が
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
全
な
心
身

を
培
い
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
食
育
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ

と
に
あ
り

ま
す
。

体
験
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康

で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
が
送
れ

る
よ
う
〝
食
を
営
む
力
〟
を
育
て

る
こ
と
で
す
。

家
庭
で
食
育
を

　
　

す
す
め
ま
し
ょ
う

　

家
族
み
ん
な
が
、
健
康
に
生
活

で
き
る
よ
う
実
践
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

○
朝
食
を
し
っ
か
り
食
べ
て
い
ま

　

す
か
？

　

朝
ご
は
ん
は
、
１
日
を
元
気
に

過
ご
す
た
め
に
と
て
も
大
切
な
食

事
で
す
。

　

ま
た
、
朝
食
の
時
間
を
と
る
こ

と
は
、
早
寝
早
起

き
の
健
康
的
な

生
活
リ
ズ
ム

も
身
に
つ
き

ま
す
。

に
感
謝
す
る
こ
と
と
、
今
日
も
食

事
が
食
べ
ら
れ
る
幸
せ
を
感
謝
す

る
あ
い
さ
つ
で
す
。

○
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
料
理
を
作
っ

て
い
ま
す
か
？

　

長
い
時
間
を
か
け
て
親
か
ら
子

に
、
地
域
や
家
庭
で
代
々
受
け
継

が
れ
て
き
た
昔
か
ら
の
料
理
を
伝

え
、
食
文
化
を
大
切
に
し
ま
し
ょ

う
。

○
食
べ
物
が
ど
こ
で
作
ら
れ
て
い

る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

輸
入
さ
れ
た
食
べ
物
が
６
割
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

家
の
食
材
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
住

ん
で
い
る
地
域
で
採
れ
る
新
鮮
な

野
菜
や
果
物
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　

学
校
給
食
も
地
元
で
採
れ
た
食

材
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

毎
月
19
日
は
「
食
育
の
日
」

家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
く
食
卓

を
囲
む
の
が
、
食
か
ら
の
健

康
づ
く
り
で
す
。

○
食
べ
残
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

生
物
と
し
て
の
食
べ
物
の
こ
と

や
、
生
産
者
、
運
搬
や
調
理
に
携

わ
っ
た
人
た
ち
の
苦
労
に
感
謝
し

て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　
「
い
た
だ
き
ま
す
」
は
、
野
菜
・

肉
・
魚
等
自
然
が
育
て
た
〝
命
〟

を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
食
事
が
で

き
上
が
る
ま
で
に
働
い
た
人
た
ち

９月11日（月）は、　

「警察相談の日」です
遺言や契約は公正証書で

○公証役場は、法務大臣に任命された公証人
　が遺言や契約の公正証書の作成、会社の定
　款の認証、確定日付の付与などをするとこ
　ろです。
○遺産相続については、遺言を公正証書にし
　ておけば法律的にも安全で、相続をめぐる
　トラブルを防ぐのに役立ちます。
○金銭貸借や土地の賃貸、売買なども契約を
　公正証書にしておけば、裁判などで証拠力
　があり債権回収に役立ちます。
※公証役場では公正証書作成等についての法
律相談をいつでも無料で受け付けていますの
で、ご利用ください。
問い合わせ　
　大田原公証役場（大田原市役所前）
　☎０２８７―２３―０６６６

☆ ☆

　那珂川警察署では、犯罪による被害を未然に防止して、
安心して暮らせる町づくりのための相談を受け付けてい
ます。

緊急の事件・事故以外の相談は、
警察相談専用電話

    「♯９１１０」

那　珂　川　警　察　署 

栃木県警察本部相談電話

    「０２８－６２７
             －９１１０」
那珂川警察署

    「0287－９２－０１１０」
                                       をダイヤルをして下さい。
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》　

俳　

句

幼
児
の
遊
ぶ
背
中
に
蝉
の
聲こ
え　
　
　
　
　
　
　
　
　

松　

野　
　
　
　

青
木　

敏
之

梅
雨
晴
や
厨く
り
やに
あ
ふ
る
煮
染
の
香　
　
　
　
　
　
　

矢　

又　
　
　
　

星　
　

幸
子

歯
切
れ
良
き
児
等
の
挨
拶
百
合
の
花　
　
　
　
　
　

松　

野　
　
　
　

鶴
川　

良
子

黒
南
風
の
谿
へ
も
た
ぐ
る
牛
の
貌　
　
　
　
　
　
　

吉　

田　
　
　
　

国
安　
　

薫

黒
南
風
や
瀬
戸
に
伝
馬
の
行
き
も
ど
り　
　
　
　
　

小　

川　
　
　
　

平
田　

武
男

声
を
か
け
ら
れ
黒
南
風
の
魚
市
場　
　
　
　
　
　
　

小　

砂　
　
　
　

松
岡　

路
石

》　

短　

歌

友
が
逝
き
二
回
目
の
夏
め
ぐ
り
来
て
花
火
の
や
う
な
青
き
花
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　
　

佐
藤　

節
子

ポ
ピ
ー
園
の
傍
へ
に
お
わ
す
御
地
蔵
に
友
の
快
癒
を
膝
つ
き
祈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛　

泉　
　
　
　

佐
藤　
　

茂

紫
陽
花
の
華
や
ぐ
朝
あ
し
た

登
校
の
列
を
乱
さ
ぬ
傘
の
花
過
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
山
田
下
郷　
　

益
子　

タ
マ

夕
ぐ
れ
の
淡
き
光
に
ほ
ぐ
れ
ゆ
く
宵
待
草
の
花
び
ら
う
す
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　
　

滝
田　

孝
子

目
ざ
む
れ
ば
山
の
方
よ
り
日
ぐ
ら
し
の
輪
唱
合
唱
を
初
に
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片　

平　
　
　
　

磯
部　

千
代

畔
道
を
車
走
ら
す
窓
の
辺
に
出
穂
間
近
な
る
緑
田
続
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　
　

森
島
テ
フ
子

》　

川　

柳

我
が
脳
に
無
断
侵
入
認
知
症　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

砂　
　
　
　

笹
沼　

季
子

太
陽
に
背
い
て
眠
る
場
所
が
な
い　
　
　
　
　
　
　

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

甫
子

押
し
つ
け
に
反
旗
振
っ
て
る
腹
の
虫　
　
　
　
　
　

薬　

利　
　
　
　

大
嶹　

克
明

背
は
丸
い
口
は
ぜ
ん
ぜ
ん
老
い
て
な
い　
　
　
　
　

大
山
田
上
郷　
　

大
森　

愛
子

ゴ
キ
ブ
リ
に
家
族
総
出
の
台
所　
　
　
　
　
　
　
　

大
山
田
下
郷　
　

佐
藤　

有
紀

お
騒
が
せ
し
た
当
人
の
澄
ま
し
顔　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　
　

松
原
悠
起
夫

広
報
文
芸

『
プ
リ
ン
シ
プ
ル
の
な
い
日
本
』

　
　
　

白
洲
次
郎
／
著
（
新
潮
社
）

　

戦
後
史
の
重
要
な
場
面
の
数
々
に
立
ち
会
っ
た
男―

白

洲
次
郎
が
、
生
前
、
散
発
的
に
発
表
し
た
文
章
が
一
冊
の

本
に
。
「
イ
エ
ス
・
マ
ン
を
反
省
せ
よ
」
「
八
方
美
人
が

多
す
ぎ
る
」
な
ど
、
日
本
人
の
本
質
を
ズ
バ
リ
と
突
く
痛

快
な
叱
責
の
数
々
。
彼
の
人
物
像
を
伝
え
る
、
唯
一
の
直

言
集
。

◇
『
子
ど
も
が
よ
ろ
こ
ぶ
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
＆
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
っ
て
お
き
得
ガ
イ
ド
』
（
世
界
文
化
社
）

◇
『
そ
ば
処
栃
木
の
名
店
を
歩
く
』
（
下
野
新
聞
社
）

◇
『
風
に
舞
い
あ
が
る
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
』
森
絵
都
／
著
（
文
芸
春
秋
）

◇
『
灰
色
の
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
』
石
田
衣
良
／
著
（
文
芸
春
秋
）

◇
『
男
（
オ
ス
）
女
（
メ
ス
）
の
怪
』
養
老
孟
司
／
著
（
大
和
書
房
）

◇
『
き
ょ
う
り
ゅ
う
の
お
お
き
さ
』
富
田
幸
光
／
監
修
（
ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド
）

◇
『
う
わ
さ
の
が
っ
こ
う
』
き
た
や
ま
よ
う
こ
／
作
（
講
談
社
）

◇
『
そ
ら
ま
め
く
ん
の
ぼ
く
の
い
ち
に
ち
』
な
か
や
み
わ
／
さ
く
（
小
学
館
）

◇
『
く
も
り
の
ち
は
れ
せ
ん
た
く
か
あ
ち
ゃ
ん
』
さ
と
う
わ
き
こ
／
作
（
福
音
館
書
店
）

小
松
左
京
・
谷
甲
州
／
著
（
小
学
館
）

　

１
９
７
３
年
に
発
表
さ
れ
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

と
な
っ
た
小
説
『
日
本
沈
没
』
の
続
編
。
日
本

列
島
が
海
面
下
に
没
し
、
国
土
を
失
っ
た
日

本
人
。
帰
る
べ
き
故
郷
を
失
い
、
身
ひ
と
つ
で

放
り
出
さ
れ
、
難
民
と
な
っ
て
世
界
の
各
地
に

散
っ
て
い
っ
た
人
々
の
運
命
は
！
３
３
年
の
時

を
経
て
つ
い
に
完
結
。

『
日
本
沈
没 

第
二
部
』

ケ
ス
・
グ
レ
イ
／
著
（
講
談
社
）

　

１
か
月
、
２
か
月
、
３
か
月
…
。
赤
ち
ゃ
ん
は
、
マ
マ

の
お
な
か
の
な
か
で
す
く
す
く
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
お
母
さ
ん
が
赤
ち
ゃ
ん
を
産
む
ま
で
の
様
子
を
、
お

姉
ち
ゃ
ん
が
レ
ポ
ー
ト
。
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
が
大
き
く
な

る
に
つ
れ
、
頁
も
大
き
く
な
る
ユ
ニ
ー
ク
な
絵
本
。

『
マ
マ
に
あ
か
ち
ゃ
ん
が
で
き
た
の
！
』

那珂川町
図書館
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お知らせお知らせ

栃木県交通災害共済事業廃止の

お知らせ

　栃木県交通災害共済は、平成18年
９月30日をもって廃止となります。
平成18年10月からの加入募集は行い
ません。平成17年10月１日から平成
18年９月30日の交通事故に係る見舞
金の請求取り扱いはこれまでと同じ
です。見舞金請求は事故にあった日
の翌日から２年間となりますのでご
注意ください。
問い合わせ　総務課消防交通係　
☎０２８７－９２－１１１１

「動く知更相」実施

　那珂川町、那須烏山市管内の「動
く知更相（知的障害者更生相談所）」
が下記のとおり実施されます。
日時　9月11日（月）
会場　那須烏山市保健福祉センター
　　（那須烏山市田野倉85-1）
対象者　県内に居住する18歳以上の
　　　　知的障害者及びその保護者、
　　　　関係機関等
実施内容　療育手帳の再判定、その
　　　　　他生活相談等
※新規の療育手帳判定はできません。
再判定や相談には予約が必要ですの
で、希望する方は8月25日（金）まで
に、健康福祉課（☎０２８７－９２
－１１１９）へお申し込みください。
定員を超えた場合は、予約がとれな
いことがありますのでご了承くださ
い。

第29回栃木県少年の主張発表

南那須地区大会のご案内

日時　９月５日（火）
　　　午後１時３０分～午後４時
会場　那須烏山市烏山公民館
内容　那珂川町・那須烏山市の各中
学校の代表１名の生徒が日常生活の
中で感じていることや考えているこ
とを発表します。
対象　県民一般（参加費無料）

問い合わせ　
栃木県烏山健康福祉センター内（南
那須地区青少年育成連絡協議会事務
局）　☎０２８７―８２―２２３１

第１回南那須地区音楽祭

出場者募集

　昨年度まで南那須地区芸術祭の一
部門として開催されていた音楽祭が
本年度から「南那須地区音楽祭」と
して新たに出発します。一般の部の
出場者を募集していますので、どう
ぞお気軽にお申し込み下さい。
開催期日　10月５日（木）
開催場所　那須烏山市烏山体育館
出場規定　合唱…５分、合奏…８分
いずれの種目も人数・曲目は自由で
す。
申し込み　９月５日（火）午後２時
から烏山公民館（別館実習室）で開
催されるプログラム編成会議当日に、
出席の上お申し込み下さい。
その他　申込用紙は山村開発センタ
ー内生涯学習課及び小川公民館にあ
ります。詳細は、南那須地区音楽祭
実行委員会（広域行政教育委員会社
会教育課☎０２８７－８３－００２１）
へお問い合わせください。

栃木県障害者文化祭参加者募集

　栃木県障害者文化祭に、作品の出
展や芸能の発表を希望する方を、次
のとおり募集しています。
期日　11月9日(木)、10日(金)
会場　宇都宮市文化会館他
参加資格　在宅の障害者（施設、学
校利用者は利用先でお申し込みくだ
さい）
募集内容　
・絵画、工芸、書道、写真、文芸な
　どの展示
・演劇、音楽などの発表
・カラオケ大会への参加
募集締切　８月25日（金）

申し込み、問い合わせ

　健康福祉課　☎0287－92－1119
※栃木県公式ホームページからも詳
細をご覧いただけます。
http://www.pref.tochigi.jp/

中途失聴・難聴者

無料相談と補聴器相談

　補聴器などを使用しても聞こえな
い・聞きづらいなど不便を感じ、悩
んだりコミュニケーションなどが上
手くいかずに孤独を感じている方も
います。栃木県中途失聴・難聴者協
会は、このような問題の解決に県内
の仲間と取り組んでいます。
　会場には文字を書いて通訳する要
約筆記者がいますので、全く聞こえ
ない方でも一人で参加しても心配い
りません。
　ご家族の方など聴覚障害に関心を
お持ちの方でしたらどなたでも参加
できます。
日時　９月３日（日）午後１時～４時
　　　受付は午後３時まで
場所　すこやか共生館多目的集会室、
　　　小会議室
難聴者相談　栃木県身体障害者相談
員（難聴協会員）等が対応します。
困っている事、疑問に思う事、嫌な
思いをしている事など遠慮なくご相
談ください。
補聴器相談　補聴器専門店が協力い
たします。（聴力測定可）
※相談は、筆談の通訳等で聞こえな
くても困らないようにしますので、
気軽にお越しください。
問い合わせ　
栃木県中途失聴・難聴者協会
☎　０２８５－５１－１３２５
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映画と講演のつどい

日時　８月30日（水）
　　　午後１時30分～３時45分
場所　栃木県総合文化センター
　　　サブホール
テーマ　犯罪被害者の人権
第１部　講演
演題：「犯罪被害者の人権を守るた
めに」～犯罪が起きると加害者に人
権が発生し、被害者の人権が失われ
る。これでよいのか。～
講師：全国犯罪被害者の会
　　　顧問弁護士　高橋正人氏
第２部　映画「犯罪被害者の人権を
守るために」
問い合わせ

　栃木県生活環境部人権同和対策課
　☎０２８－６２３－３０２

国の教育ローン

（国民生活金融公庫）

　国民生活金融公庫では、国の教育
ローンを取り扱いしています。国の
教育ローンは教育のために必要な資
金をご融資する公的な制度で、入学
時や在学中の費用として幅広く使う
ことができます。
利用できる方　
高校、大学など融資の対象となる学
校に入学・在学される方の保護者で、
年間収入が990万円（事業所得者の
方は770万円）以内の方
融資額　
　学生・生徒１人につき200万円
返済期間　10年以内（交通遺児家庭
または母子家庭にあっては11年以内）
元金据置期間　在学期間以内（返済
期間に含まれます）
使い道　
・学校納付金（入学金、授業料など）
・受験にかかった費用（受験料、交
　通費、宿泊費など）
・アパート、マンションの敷金、家
　賃など

・教科書代、学用品費、パソコン購
　入費、通学費用、国民年金保険料
　など
※１年間分の費用が融資の対象とな
ります。
利率　年２.２４％（固定金利）
返済方法　元利均等毎月払（ボーナ
ス月増額返済、ステップ返済も可能）
保証 （財）教育資金融資保証基金
または連帯保証人１名以上
問い合わせ

・教育ローンコールセンター
　ナビダイヤル　☎0570－008656
・ホームページアドレス
　http://www.kokukin.go.jp/
・国民生活金融公庫宇都宮支店
　☎０２８－６３４－７１４２

平成18年度行政書士試験

試験期日　11月12日（日）
　　　　　午後１時～午後４時
試験場所　宇都宮大学峰キャンパス
受験申込

○郵送による申し込み

受付期間　８月７日～９月８日
　　　　　消印有効
受付場所　（財）行政書士試験研究
　　　　　センターへ配達記録郵便
　　　　　で郵送してください。
願書配布　
・郵送による配布
　８月７日～８月31日必着
　140円分切手を貼ったあて先明記
　の返信用封筒（角２号）を同封の
　上、封筒の表に「行政書士試験願
　書請求」と朱書きして、当センタ
　ー（〒100-8779 東京中央郵便局
　留）に郵送で請求してください。
・窓口による配布
　８月７日～９月８日
受験手数料　7,000円
合格発表　平成19年１月29日（月）
　　　　　午前９時
問い合わせ

（財）行政書士試験研究センター
☎０３－５２５１－５６００

介護予防ボランティア募集

　今年10月から那珂川町地域包括支
援センターで行われる「介護予防教
室」に協力していただける方を募集
します。参加者といっしょに、転倒
・寝たきり予防について学べるチャ
ンスです。また、自分の健康管理に
も役立ちます。
定員　10名
希望される方は、那珂川町地域包
括支援センター（健康福祉課内 ☎
０２８７－ ９２－１１１９）まで
ご連絡ください。

図書館がしばらくの間、

休館になります

　馬頭図書館と小川図書館のシステ
ムを統合するため、次の期間休館い
たします。ご不便をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願いします。
小川図書館　　
　８月31日（木）～９月30日（土）

馬頭図書館

　９月23日（土）～９月30日（土）

　なお、10月1日から2館のデータが
１つになり、１枚の新カードで両館
の図書の検索・貸出等ができるよう
になります。
問い合わせ　　
　馬頭図書館　☎0287－92－5015
　小川図書館　☎0287 － 96－2335

第１回町民ゴルフ大会

期日　９月10日（日）
場所　那須小川ゴルフクラブ
参加資格　町内に在住・勤務してる
　　　　　方または町出身者等
募集人員　240名（定員になり次第
　　　　　締め切ります。）
参加費　2,000円（プレーフィーな
　　　　どは各自負担）
申込締切　８月21日（月）
　　　　　参加費を添えて
総合体育館☎0287-92-5611または
小川公民館☎0287-96-2322まで



春秋叙勲候補者としてふさわしい

方の推薦を受け付けています

（一般推薦制度）

　一般推薦制度は、一般の方々から
の推薦によって、人目に付きにくい
分野で真に功労のある方や多数の分
野で活躍し、国家または公共に対す
る功労のある方などのうち、各府省
からのこれまでの推薦では把握しき
れない方を春秋叙勲の候補者とする
ためのものです。
　推薦には以下のような一定の要件
を満たす必要があります。主なもの
は以下のとおりですが、詳細はホー
ムページ等でご確認ください。
候補者　
国家または公共に対して功労のある
（概ね20年以上活動）方で
①70歳以上の方
②55歳以上の方で「精神的または肉
体的に著しく苦労の多い環境におい
て業務に精励した方」、「人目に付き
にくい分野で多年にわたり業務に精
励した方」
※自分自身や二親等内の親族関係に
ある方の推薦は不可
推薦方法

・推薦者１名、賛同者２名が必要
（共に20歳以上）
・指定の様式の推薦書を書き担当窓
　口まで郵送（常時受付中）
照会・郵送先

ホームページ：http://www.cao.go.jp/
担当窓口（内閣府賞勲局総務課）
〒100-8914　東京都千代田区永田町
1-6-1　☎03－3581－2868

社会福祉協議会臨時職員募集

職種・応募条件等　
・登録ホームヘルパー　若干名　
　身体介護　1,600円
　生活援助　1,200円　
　交通費等も支給
・介助員（デイサービス）　１名
　週５日勤務（※土日祝日等は休日）
時給　750円～
◎詳しい勤務条件等はお問い合わせ
　下さい。
※資格所有者（介護福祉士・ケアマ
　ネ等）優遇
雇用期間

　平成18年９月～平成19年３月末
選考方法等　
　面接試験（９月上旬実施）
申込方法

　町社会福祉協議会にある申込用紙
に必要事項を記入して持参または郵
送する
申込期限　８月31日（木）必着
申し込み・問い合わせ

　町社会福祉協議会　
　☎０２８７－９２－２２２６

小児科集団指導

「のびやか教室」のご案内

　大田原赤十字病院では、次のとお
り小児の病状時の家庭における具体
的な生活援助の方法について、のび
やか教室を開催します。
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場所　大田原赤十字病院Ａ館
　　　４階会議室
時間　午後３時から４時30分
　　　託児あり（要予約）
参加費　無料
問い合わせ　小児科外来（月曜日～
金曜日の午後３時～４時50分）
☎０２８７－２３－１１２２（代表）
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とちぎエコリーダー養成研修受講者募集

趣旨

　県及び県教育委員会が共同で作成した環境学習プログ
ラム「明日をつくる子どもたちの環境学習」の趣旨・内
容に沿った適切な指導・助言等を行うことのできる人材
を養成することを目的として、県教育委員会の協力のも
と、とちぎエコサポーター養成研修を実施します。
とちぎエコリーダーの活動内容

（1）学校や地域等の環境学習の場において、県の環境
　学習プログラムの趣旨・内容を踏まえた指導や助言を
　行ったり、環境問題に関する正しい情報の提供を行い
　ます。
（2）県や市町村が行う環境学習に係る施策に協力します。
養成研修の応募要件

（1）栃木県内に居住する満20歳以上の方
（2）環境問題に関する正しい知識と経験を持ち、学校
　や地域等における様々な環境学習の取組に関わってい
　る方またはこれから積極的に関わる意欲のある方
養成研修の募集定員　20名（応募者が定員を超えた場合
　には、抽選により受講者を決定します。）
養成研修の内容等

　会場　栃木県総合教育センター（宇都宮市瓦谷町1070）
　内容

受講に要する経費　無料（ただし、交通費や昼食代等は  
　　　　　　　　　各自負担となります。）
応募方法　締切り　８月２５日（金）当日消印有効
応募結果　９月６日までに、ご本人あて連絡します。
提出書類　とちぎエコリーダー養成研修受講申込書
※受講申込書は、県ホームページ「とちぎの環境」から、
ダウンロードできます。
http://www.pref.tochigi.jp/kankyoseisaku/home/index.
html
提出先　栃木県生活環境部環境局　環境政策課
　　　　☎ 028－623－3198
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認定農業者のみなさまへ

農業経営改善個別相談会の開催

　経営技術・金融・雇用・法人化等認定農業者の皆さん
が抱えている問題や課題に県農業経営指導スペシャリス
ト等が適格にアドバイスします。
日時　９月７日（木）午前10時～午後3時
場所　栃木県南那須庁舎第２別館２階研修室
費用　無料
主催　南那須地区認定農業者連絡協議会･ 南那須農業振
　　　興事務所
共催　那須烏山市・那珂川町各担い手育成総合支援協議
　　　会、栃木県農業会議、栃木県担い手育成総合支援
　　　協議会　　　　　 
参加予定スペシャリスト等           　　
税理士：大戸孝男氏、農林漁業金融公庫：寺尾俊治氏
社会保険労務士：沼尾和夫氏、栃木県農業会議：高田武 
氏
農業振興事務所職員他                            
内容　農業経営に係る個別相談（あなたの相談内容によ
　　　り、各専門家等が対応いたします）
　　　経営診断・金融関係、税務関係、雇用関係、法人
　　　関係、農業経営・技術全般
参加申し込み方法

  ８月２５日（金）までに各市町または南那須農業振興
事務所あて申し込んでください。詳細は南那須農業振興
事務所経営普及部まで　☎ 0287－82－2661
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夏休みも後半。
もうすぐ 2学期がスタートします。
夏の疲れは出ていませんか？
体調を整えてがんばりましょう。

★夏休み自由工作
8月21日（月）～25日（金）
児童館にあるリサイクル材料を使って
楽しく工作しよう。何を作ってもOK!
材料の持ち込みOK!
アイディアは自由です。

★なかよしひろば
９月５日（火）午前10：00～　
ぶどう狩りをしよう。　　　　　　　　
場所　星ぶどう園（現地集合）
申し込み　9月４日（月）まで　　　　　
参加費　１00円（入園料）

★映画会
・９月９日（土）午前９：30～　
・内容　「アイス・エイジ」　　　　　
　みんなで見にきてね

★敬老の日のプレゼントつくり
・９月10日（日）
　第1回午前９：30～　第2回午後１：30～
　おじいちゃんおばあちゃんへ　　　　　　　　
　心をこめてプレゼントをつくりましょう。　
　メガネ入れを作ります。
・申し込み　9月８日（金）まで
・材料費　１００円

「児童館」
8月16日～9月15日

のお休み
開館時間　午前９時～午後５時
☎０２８７－９６－３１０９

たのしい絵本と紙しばいの会
・８月17日（木）午前10：30～
・９月 7 日（木）午前10：30～
　小さなお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。
・場所　馬頭図書館　視聴覚室

高校生ボランティアのおはなし会
・９月２日（土）午前10：30～
　アンパンマンの紙しばいや楽しいおはなしがいっぱ
　い。おはなしのあとには、たのしい工作教室があり
　ます。
・場所　馬頭図書館　じどうしつ

婦人ボランティアのおはなし会
・９月９日（土）午後2：00～
　おはなしじょうずなボランティアさんが、昔ばなし
　の絵本や紙しばいを読んでくれます。
・場所　馬頭図書館　じどうしつ

今
月
の
表
紙
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小
川
第
３
保
育
園
で

　
　
　
　
　
　

縁
日
ご
っ
こ

　

７
月
21
日
、
小
川
第
３
保
育

園
で
縁
日
ご
っ
こ
が
開
催
さ

れ
、
園
児
の
に
ぎ
や
か
な
声
が

園
内
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

　

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
ボ
ー
リ
ン
グ
、
す
い
か
割

り
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
保
護
者
が

用
意
。
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
後
、

み
ん
な
で
す
い
か
を
食
べ
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
お
礼
の
舞
「
よ
さ

こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」
を
保
護
者
に

披
露
し
ま
し
た
。

読　書　会
・９月13日（水）午後1：30～
　テキスト「恋の手紙、愛の手紙」半藤一利／著
　和やかな雰囲気で語りあっています。
　興味のある方はお気軽にどうぞ。
・場所　馬頭図書館　視聴覚室

夏休み工作教室

「牛乳パックでたのしいペンたて」
８月 19 日（土）午前 10：00 ～

場所　 馬頭図書館 視聴覚室
講師　小

おがわへいきち

川平吉先生
募集人数　　20 名（先着順）
参加費  　　 無料
申し込み　　馬頭図書館　☎ 92-5015



　

夏
休
み
も
半
分
が
過
ぎ
ま
し

た
。
小
中
学
生
は
夏
休
み
の
宿
題

の
ひ
と
つ
に
読
書
感
想
文
が
あ
り

ま
す
が
、
今
年
は
ど
ん
な
本
を
読

ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

本
は
私
た
ち
に
と
っ
て
最
も
身

近
な
娯
楽
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
と

も
に
、
様
々
な
こ
と
を
教
え
て
く

れ
ま
す
。
そ
れ
は
今
も
昔
も
変
わ

ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
こ
で

今
回
は
、
江
戸
時
代
に
那
須
の

人
々
の
間
で
広
く
読
ま
れ
た
『
那

須
記
』
と
い
う
本
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

 

『
那
須
記
』
は
延
宝
四
年

（
一
六
七
六
）那
須
郡
小
口
村（
現

在
の
那
珂
川
町
小
口
）
の
庄
屋
、

大
金
重
貞
に
よ
っ
て
著
さ
れ
ま
し

た
。
全
十
五
巻
か
ら
な
り
、
那
須

一
族
の
栄
枯
盛
衰
を
中
心
に
那
須

地
方
に
関
連
す
る
故
事
、
縁
起
等

に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
郷
土
の
英
雄
と
し
て
有
名

な
那
須
与
一
も
登
場
し
、
誕
生
に

ま
つ
わ
る
伝
説
や
屋
島
の
戦
で
の

活
躍
、
そ
の
最
期
に
つ
い
て
詳
し

く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

那
須
地
方
の
歴
史
を
知
る
上
で

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
『
那
須

記
』
は
、
当
時
の
那
須
の
領
主
た

ち
に
よ
っ
て
書
き
写
さ
れ
た
り
、

清
書
さ
れ
た
も
の
が
徳
川
光
圀
に

献
上
さ
れ
、
水
戸
で
写
本
が
作
ら

れ
た
り
し
た
と
い
う
記
録
が
残
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
明
治
二
十
五
年
（
一
八

九
二
）
の
那
須
陸
軍
大
演
習
の
際

に
は
、
明
治
天
皇
の
上
覧
に
供
す

る
た
め
に
手
を
加
え
、
活
字
と

な
っ
て
大
金
家
よ
り
刊
行
さ
れ
ま

し
た
。
こ
う
し
て
、
よ
り
多
く
の

人
々
に
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

い
わ
ば
那
須
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

と
な
っ
た
『
那
須
記
』
で
す
が
、

も
う
ひ
と
つ
重
要
な
役
割
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

延
宝
四
年
四
月
、
磐
城
の
僧
円

順
か
ら
湯
津
上
村
（
現
在
の
大
田

原
市
湯
津
上
）
に
あ
る
古
碑
（
那

須
国
造
碑
）
に
つ
い
て
の
話
を
聞

い
た
重
貞
は
、
現
場
に
赴
き
碑
文

の
判
読
を
試
み
ま
す
。
そ
し
て
執

筆
中
で
あ
っ
た
『
那
須
記
』
巻
二

の
末
尾
に
、
こ
と
の
経
緯
と
碑
文

の
内
容
を
書
き
記
し
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
七
年
後
の
天
和
三
年

（
一
六
八
三
）
六
月
、
徳
川
光
圀

が
武
茂
郷
（
旧
馬
頭
町
）
巡
村
の

際
に
重
貞
は
案
内
役
を
務
め
、
光

圀
に『
那
須
記
』を
献
上
し
ま
す
。

そ
れ
を
見
た
光
圀
も
湯
津
上
村
で

発
見
さ
れ
た
古
碑
に
つ
い
て
、
そ

の
価
値
を
認
め
、
侍
塚
古
墳
を
含

め
た
調
査
及
び
保
護
を
重
貞
に
命

じ
ま
す
。
こ
う
し
て
こ
こ
に
、
日

本
で
初
め
て
と
さ
れ
る
考
古
学
的

な
調
査
が
行
わ
れ
た
の
で
す
。

　

那
須
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な

り
、
日
本
初
の
考
古
学
的
調
査
の

き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
『
那
須

記
』。ち
ょ
っ
と
難
し
い
で
す
が
、

い
つ
か
こ
ん
な
本
に
挑
戦
し
て
み

る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

　
　
　
　

学
芸
員　

木
村
友
美
）

21 広報なかがわ　平成18年８月10日

う
ぶ
ご
え

（
氏　

名
）（
父
母
の
名
）（
住
所
）

市
川　

斗と

翔わ　

輝　

幸

　
　
　
　
　
　

深　

喜　

馬　

頭

菊
地　

心こ
こ

菜な　

和　

秋

　
　
　
　
　
　
　

香　
　

馬　

頭

熊
田　

梨り

央お　
　

学

　
　
　
　
　
　

孝　

子　

健　

武

　
　
　

拓た
く

斗と　

勇　

介

　
　
　
　
　
　

い
づ
み　

小　

川

橋
本　

武た
け

士し　

秀　

一

　
　
　
　
　
　

豊　

子　

小　

川

吉
成　

遼は
る

夏か　

裕　

一

　
　
　
　
　
　

京　

子　

谷　

田

大
野　

翔
し
ょ
う

太た　

雅　

美

　
　
　
　
　
　

晃　

子　

三　

輪

平
成
18
年
６
月
21
日
～

　

平
成
18
年
７
月
20
日
受
付
分

※
掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

8月1日現在の人口
（住民基本台帳）

 　男　10,098 人（－ 13）
 　女　10,129 人（－ 10）
 　計　20,227 人（－ 23）
 世帯数  5,979　   （± ０）

（　）内は前月との比較

那
須
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
那
須
記
』

那須記（個人蔵）

お
く
や
み

（
氏　

名
）　
（
年
齢
）　　
（
住
所
）

益
子　

國
夫　
（
79
）　　

馬　

頭

橋
本　

和
子　
（
86
）　　

馬　

頭

山
口
勇
之
介　
（
91
）　　

馬　

頭

髙
野　
　

進　
（
65
）　　

健　

武

伊
吹　

昭
男　
（
84
）　　

和　

見

佐
藤　

章
二　
（
51
）　　

小　

口

菊
地　

ふ
み　
（
88
）　　

大　

内

笹
崎　
　

功　
（
79
）　　

大　

内

丸
山　

松
男　
（
51
）　　

小　

砂

田
代　

輝
雄　
（
77
）　　

小　

川

稲
澤　

チ
イ　
（
82
）　　

小　

川

郡
司
ア
ヤ
子　
（
69
）　　

小　

川

木
田　

マ
ツ　
（
92
）　　

小　

川

豊
田　

嘉
平　
（
75
）　　

小　

川

阿
久
津
隆
一　
（
69
）　　

白　

久

杉
本　

一
造　
（
70
）　　

東
戸
田

田
所　
　

昇　
（
72
）　　

三　

輪

ノ
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企 画 展

　毎日だらだらと降り続く雨にうんざりする日々
でしたが、ようやくこんな雨の季節がやってきまし
た。ざっと激しく降る白雨、夕立の図です。突然の
雨に旅人や客を乗せた駕

か

籠
ご

かきが慌
あわ

てて駆けだし
ていきます。薄墨の濃淡で摺り重ねられた竹林、坂
道や雨の線といった斜めの素材を、巧みに組み合わ
せることによって、広重はドラマティックな空間を
創りだしています。歌川広重、いや浮世絵を代表す
る傑作といってもいいですね。教科書などでもおな
じみの図だと思います。一方、もうひとつの図は国
貞の作品です。前景に旅姿の美人を、背景に宿場の
外れなのでしょうか、小さな社の前で駕籠かきが旅
人に声をかけているところが描かれています。広重
の絵とは全く違う図です。
　歌川国貞の「東海道五十三次之内」の背景には、
歌川広重「東海道五拾三次之内」の図柄が引用され
ていました（前号参照）が、なぜか宮の図以降（四
日市宿を除く）は本図のように、広重の引用ではな

歌川広重「東海道五拾三次之内　庄野　白雨」横大判、
天保４年（1833）頃　当館蔵

ミニ
ギャラリー

　馬頭広重美術館視聴覚研修
室ギャラリーで 7月25日～ 8
月6日に開催された「2006
はな・花写真展」。
　県内の写真愛好家105人が
出品された作品の中から那珂
川町出身のお二方の作品をご
紹介します。

東海道五十三次くらべ
 　　　　　　－広重 VS 国貞－

「2006 はな・花写真105人展」
朝
露　

和
泉
一
雄
さ
ん
（
小
川
）

冬
ざ
れ　

岡　

典
子
さ
ん
（
北
向
田
）

くなります。その理由としては、広
重が絵を描くスピードに、途中で国
貞が追いついてしまったからだとい
われています。
　つまり国貞が庄野の図を描く頃
には、広重のこの傑作はまだ出来
ていなかった、ということになりま
す。ところで、横の画面を縦長の画
面（それも元絵の四分の一ほどの大
きさ！）に描き直すためには、エッ

センスーその絵の主眼であり、伝えたい部分ーだ
けを抽

ちゅうしゅつ

出しなければなりません。果たして広重の
傑作は、どういう風に描かれるはずだったのでしょ
うか。思わず、私だったら、とあれこれ考えてし
まうのです。
※これらの作品は企画展「東海道五十三次くらべ
―広重 VS 国
貞―」の前期
 （那珂川町馬
頭広重美術館
で８月20日ま
で開催中）に
出品されてい
ます。

（学芸員

  津田　卓子）

歌
川
国
貞
「
東
海
道
五
十
三
次
之
内 

庄
野
ノ
図
」
竪
中
判
、

天
保
４
～
６
年（
１
８
３
３―

３
５

）頃 

金
馬
車
コ
レ
ク
シ
ョ
ン




